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論文の内容の要旨

（目的）

　Xe卿n（ゼノン）は理想的な麻酔薬としての性質を備え，その麻酔作用が同濃度の亜酸化窒素より強いことから，

近年になって亜酸化窒素にかわる麻酔薬として期待されている。しかし，心臓に対する直接作用を亜酸化窒素と

比較した研究は見あたらない。そこで，本研究ではラットの摘出心モデルを用いて，ゼノンが心臓に与える影響

を亜酸化窒素および窒素’と比較，検討した。

（対象と方法）

　ペントバルビタール（35mg）の腹腔内投与による全身麻酔下のラット（n＝27）から心臓を摘出した。即座に

大動脈にカニューラを挿入し，阯ebs羽ense1eit（KH）液で逆行性に灌流（10mVmin，37℃）を開始し，ランゲンド

ルフ回路に装着した。次いで，左心房を切開し，僧帽弁を通して左心室内にバルーンを挿入し，その容量を左室

拡張期圧が5mmHg以下になるように調節した。実験に先立ち，4種類の混合ガス（95％○。十5％C○。，50％N。十45

％02＋5％C○。，50％Xe＋45％O。十5％CO。，50％N。○十45％○。十5％C○。：O。酸素，C○。二酸化酸素，N。窒素，Xeゼ

ノン，N。○亜酸化窒素）をボンベに充填しておいた。95％○。を含む混合ガス（コント1コールガス）をK｛液に吹

送し，摘出心を30分問安定化させた後に，べ一スラインの測定を行った。摘出心を任意に以下に示す3群に分け

た。窒素群は50％N。を含むテストガス，ゼノン群は50％Xeを含むテストガス，亜酸化窒素群は50％N。○を含むテ

ストガスでそれぞれ30分間灌流し，心拍数，収縮期および拡張期左室圧，冠灌流圧を測定，記録した。左室発生

圧（収縮期左室圧一拡張期左室圧），ダブルプ1コダクト（心拍数×左室発生圧／1000），酸素運搬量（流入液酸素

分圧×酸素溶解度：O．0031狐1／mmHg／lOOm1×心重量：g），酸素抽出率（流入液酸素含量一流出液酸素含量）／流入

液酸素含量×100）を求めた。統計は，コントロールガス（95％○。）に対する各テストガスによる変化については

←testによる検定を行い，窒素，ゼノン，亜酸化窒素の3群間の比較には脳○VAを用い，有意水準をp＜O－05と

した。

（結果）

　流入液の酸素分圧，および酸素運搬量は各テストガスの灌流によって3群ともべ一スラインより減少したが（p

＜O．05），3群間に有意差はなかった。冠薩流圧，左室発生圧，ダブルプロダクト，酸素抽出率も各テストガス灌
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流で減少したが，3群間に有意差はなかった。べ一スラインに対する変化率では，冠灌流圧，左室発生圧，ダブ

ルプロダクトが低下したが，3群間に有意差はなかった。

（考察）

　ラットから摘出されたランゲンドルフ灌流心において，ゼノンは亜酸化窒素と同等に心機能を抑制したが，そ

の抑制は窒素と同等であった。この心機能の抑制の原因はゼノンや亜酸化窒素による抑制ではなく，酸素運搬量

の低下によるものと考えられる。

　本研究において，ランゲンドルフ回路による摘出心モデルで，ゼノンによる心拍数の減少がみられなかったこ

とから，心臓への直接作用はないと考えられた。

　本研究では亜酸化窒素が心機能を抑制する傾向はみられたが，窒素やゼノンと有意差はなかった。また，ゼノ

ンに亜酸化窒素より強い心抑制作用は認められず，ゼノンにおける変化は窒素と同等であった。

　ゼノンは，速やかな麻酔導入・覚醒を可能とし，大気中から蒸留により精製するので環境にも好ましい。また，

最小肺胞濃度は亜酸化窒素より低いため，同濃度でより強い麻酔作用が得られる。さらに近年発達してきた低流

量回路による麻酔ガスリサイクルの活用により，ゼノンの経済的な聞題が解決されると考えられ，亜酸化窒素に

代わる麻酔薬として期待できる。

（結論）

　摘出心モデルにおいて，酸素運搬量が低下した状態でも，50％ゼノンが心機能にもたらす変化は，亜酸化窒素

や窒素と同等であった。ゼノンに心機能の抑制作用はないと考えられた。

審査の結果の要旨

　正常ラットの摘出心の心機能に対するゼノンの効果をランゲンドルフ装置を用いて，現在，麻酔薬として使用

されている亜酸化窒素および窒素と比較した結果，3群間で心機能の各指標に有意差が認められなかったことか

ら，ゼノンの麻酔薬としての心機能に対する安全性が確認された。

　亜酸化窒素・ゼノンの心機能抑制効果については，用量による反応の相違，低下した心機能に対する反応の比

較も必要と考えられ，酸素運搬量の低下を来たす実験法にも問題点が指摘されたが，少なくとも同じ条件下で左

室の心機能に対する抑制効果が同等であることを明確にした点においてゼノンの心機能に対する危険性が否定さ

れ，ゼノンが亜酸化窒素にかわる理想的な麻酔薬として実用の道が開かれることを示唆する論文である。

　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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